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1.総括   HIDAセミナー(2012/12/05~12/12)まとめ    

 ISO/TC123平軸受国内委員会委員長   田中 正 

                                                      

 2012 年度経産省海外協力事業に基づく HIDA(The Overseas Human Resources and 

Industry Development Association)セミナーは、滑り軸受国際標準化研修セミナーとして 

2012年 12月 5日（水）～12月 12日（水）の間 AOTS東京研修センターにて実施された。

参加研修生は、マレーシアから 6名、フィリピンから 5名の計 11名であった。 

経産省の同事業は昨年の 2011年にも愛知県豊田市で行われているが、今回の参加者には昨

年のセミナーにも参加した研修生が含まれている。本年度のセミナー内容は、昨年の研修

結果や研修生の意見を反映し、次の三項目を重点事項としてプログラム作成段階で考慮し

た。この結果、知識範囲の拡大およびレベルの向上を実現し、昨年と続けて参加した研修

生にも充実した内容となるよう配慮している。 

 

１） ISO現行規格の具体的内容や TC123国際会議での審議事項を詳細に理解する。 

２） 国際標準化活動においてアジア国間ネットワークを構築し連携を深める。 

３） 新規格を提案するため滑り軸受に関するケーススタデイを議論する。 

 

 講義の間に設定した見学先は、軸受メーカー、軸受ユーザー、公的研究機関を選定し、

それぞれユニークな組み合わせとなり、研修生の興味を得ることが出来た。 

以下、研修生と相互デイスカッションのセッションである、カントリーレポートおよびグ

ループワークを中心に今回のセミナーについてまとめる。 

 

１．カントリーレポート 

 マレーシア、フィリピン共、滑り軸受の有力な製造会社がなく、各 Stakeholdersの滑り

軸受に対する意識は低いとしている。一方、滑り軸受自身は産業分野に広く使用されてい

るので、そのユーザーとして関与する人は多い。これらを背景に教育機関の研究者やユー

ザーが集まり滑り軸受標準化活動を始めているのが実態である。 

両国共、滑り軸受への知識や意識が不足している。また標準化活動への人材不足、活動の

ための予算不足を指摘しているが、個々に技術課題を抱えており何らかの突破口を模索し

ているのも事実と思われる。 

 マレーシアは、トライボロジー研究の中核としてトライボロジー学会が設立されており、

滑り軸受研究および標準化の推進役が期待される。また、国の固有技術に基づいた標準化

を中期的な視点で行動計画を作成し、先進国の事例を学びたいとしている。当面の方針と

して、品質検査システムなどの規格の採用、セミナーで得られた知識を大学や業界に広め

たいと考えている。 
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 フィリピンは、国内の課題として滑り軸受の試験設備や検査機器の設置不足を挙げてい

る。これらの背景として適正な試験方法や調査手法の理解不足が意識されているようであ

る。また、自動車用エンジン軸受の補修市場における純正品とその他製品との見分け方な

どのニーズも抱えており、滑り軸受製品に関する品質調査方法の知識習得への期待が大き

いようである。さらに適用分野での滑り軸受に対する要求性能に関する評価試験などにつ

いても要望が示された。 

一方、アジア国間の協力の一環としてネットワーキングについてその必要性が提起され、

情報の共有化やトライボロジー研究の連携などを期待されている。これらはマレーシアか

らも同様の要望があり、グループワークにて話し合うこととした。 

 

２．グループワーク 

 グループワークは、マレーシアおよびフィリピンの国別のグループに分かれ、それぞれ

の国情に基づいた技術問題を討論を通じてまとめてもらった。 

討論の議題は、「滑り軸受の標準化を如何に実現するか」である。 

 

マレーシア 

 標準を採用するか否かは自由とされており、その標準化の推進は主に政府の方針に依存

しているのが現状であるが、今後の主たる推進役は教育機関と考えられるので、大学との

協力が重要となる。 

興味ある ISO現規格として、Sintered bushes, Thermoplastic bushesを挙げており、滑り

軸受の計算法も教育の観点から関心を示している。Bio Lubricants についても将来の標準

化対象として興味を示し、日本の研究状況においてマレーシアも協力しながらその発展に

貢献したいとしている。 

 標準化実現への道筋として、まず関連機関と協力して標準化活動の啓蒙を図る。技術テ

ーマの理論解析に関しては、現規格の内容を周知させ、研究結果への反映を推進する。こ

れらの結果、標準化への関心が促進されることが期待される。 

またNetworkingを有効な手法と考えており、Online discussionや Organizing seminar or 

symposiumなどの実現を構想している。 

 

フィリピン 

 滑り軸受に関連する人は多数存在するが、それらの連携や関与度が弱いのが現状である。 

滑り軸受ユーザーは標準化の会議に出席するが、品質管理システムなどについて通常その

組織独自の基準を使っている。トライボロジー研究者からの会議参加はスケジュール次第

のため不安定であるが、Alternative lubricantsや軸受損傷に興味を持っている。 

フィリピンでは Plain bearingという用語は周知不足で Bushingsの方が良く知られている

とのこと。 



 5 

政府、企業とも滑り軸受の重要性への理解不足が現状で、優秀な技術者はいるものの滑り

軸受に対する試験設備が脆弱である。 

また、滑り軸受の環境問題、国内市場における販売業者への統制、トライボロジー領域に

対する多数の技術者の関心の活用など問題意識として取り上げられた。 

 標準化の手法では、標準化を教育対象として基礎工学の Curriculumに含めるとし、その

範囲を機械工学のみでなく材料科学、物理などにも広めたいとしている。また、エンジン

軸受の補修市場の調査、管理などもその必要性を述べている。 

Philippine Automotive Testing Centerが 2013年に建設されるに際し、滑り軸受の試験に

ついても検討したいとしている。試験装置、試験項目、試験手法などが調査対象となる。

具体的にはエンジン排ガス試験が主目的であり、自動車会社への指導要求もあった。セン

ターにはエンジン試験設備だけでなく、各要素試験も構想しているようである。 

 Networkingについては積極的な提案があり、情報交換のみでなく標準作成のような共同

作業も想定している。共同活動を具体化させるため Key persons が必要とされ、日本、マ

レーシア、フィリピンの三カ国がそれぞれ指名することで合意した。日本は TC123国内幹

事、マレーシアは Ms. Lee Hooi Lan (SIRIM)、フィリピンは Ms. Myra Ferrancullo 

Magabilin (BPS)が Key Personsとされた。 

先ず具体的な連携として、ISO事務局からの情報や ballot votingについて意見交換するこ

とからスタートすることとした。互いに考えは述べ合うとしても投票内容は各国の判断が

基本であることは当然である。 

これらの総括として各広報手段の活用、digital media に基づく networking の推進などが

挙げられる。 

 

３．まとめ 

 セミナーでは自由活発な意見交換が行われ、全体を通じて掘り下げた議論が実現出来た

ものと思われる。滑り軸受について、マレーシア、フィリピン両国とも国内に大きな企業

がなく業界が弱いという弱点があるものの、標準化への意識は高く、大学、研究機関を中

心に TC123 委員会が構成され、熱心な推進者も見受けられる。更なる活動の活性化には、

各国間の共通問題に根差した標準化活動が有効である。 

 それらの候補として、マレーシアでは滑り軸受の基本である品質問題や固有産業に基づ

く Bio Lubricantsなどが考えられる。特に後者は、トライボロジー学会などの研究活動の

交流により日本との中期的な共通テーマとして適切であろう。 

 フィリピンは、滑り軸受の試験評価や補修市場での軸受調査などのニーズが考えられる。 

これらは軸受特性への理解や品質検査、品質調査の知識が要求され、滑り軸受の基本事項

としての共通テーマである。 

 今回合意した Networkingの活用により、今後これらが各国間の共通問題として理解が進

み、将来の標準化へと進展することが期待される。               以上 
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2.研修日程 
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3.研修参加者 
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４．カントリーレポート 

 4.1 マレーシア 
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4.2 フィリピン 
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５.講義資料 
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５．グループワークレポート 

 5.1 マレーシア 

How to bring about plain 
bearing standardization?

Malaysia Group
Halim Azhar Mohd Yatim

Lee Hoi Lan

Masjuki Hassan

Shahrir Abdullah

Yusop Ibrahim

Kong Yat Sheng

 

 

Current Status

 Plain Bearing Manufacturers:

 We don’t have plain bearing manufacturers that registered with Federal 
Malaysian Manufacturers.

 Plain Bearing Users:

 At the moment, we have many users for various products. Most of them are using 
the company/customer standards. The users are not really concern of using 
national standard because the standards are used as voluntary basis.
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Current Status

 Tribological Researchers:

 Normally ISO standards are referred to in the tribological research. If it is not 
covered by ISO, then the best practices will be developed.

 Organizations Promoting Standardization (STANDARDS MALAYSIA & SIRIM):

 The promotional of standards depends on the impact of the government policy 
and plan. To promote the standards, the target users must be identified especially 
for high learning institution. Hence, our next step is to co-operate with 
universities for promotional of plain bearing.

 

 

 

Existing ISO Standards of Interest
1. ISO 2795: 1991 (SC7), Plain bearings – Sintered bushes – Dimensions and tolerances

2. ISO  16287-1:2005 (SC7), Plain bearings – Thermoplastic bushes – Dimensions and 
tolerances

3. ISO 7902-1:1998 (SC4) , Hydrodynamic plain journal bearings under steady-state 
conditions – Circular cylindrical bearings – Part 1: Calculation procedure

4. ISO 7902-2:1998 (SC4), Hydrodynamic plain journal bearings under steady-state 
conditions – Circular cylindrical bearings – Part 2:  Functions used in the calculation 
procedure

 We are interested in these 4 ISO, however, it is still subjected to STANDARDS 
MALAYSIA approval/funding in accordance with market relevancy. Besides that. 
we also have the interest to adopt the ISO on Bio Lubricants in the near future.
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Technical Issues of Plain Bearing

 The use of national standard is voluntary.

 The industries workforce is aware of the national standards, however their 
priority is to comply to the customer standards, such as: JIS, BS, EN, etc..

 The use of the standard is not part of many universities’ curricula.

 

 

 

Ways of Realizing Standardization

 Organizations Standpoint:

 Having roadshow or seminar to promote standardization with collaboration from 
IEM (interface to workforce), MyTRIBOS,  related agencies and universities as part 
of the course.

 Analytical Studies of Technical Themes:

 To increase awareness among the researchers/academics so that they are aware 
of the MS and  able to quote/use MS in their research paper/publication.
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Networking

 MyTRIBOS can be used as a platform for networking and make it as a host 
for plain bearings related subject through:

i) Online discussion.

ii) Organizing seminar or symposium.

iii) Compilation of related journal.

iv) Linkages with other countries in similar field.

 Participate in International meeting as regular. 

 

 

Thank You
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5.2フィリピン 
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PROFILE
PARTICIPATION TO ISO 

STANDARDIZATION
REMARKS

•Philippines has no 
manufacturers of plain 
bearings only traders

• traders and 
importers of Japanese 
and EU Brands

•There are many 
potential members to 
WG but linkages and 
commitment are yet to 
be established

•18 standards of 
TC123/SC6 
already adopted 
as Philippine 
National 
Standards (PNS)
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PROFILE
PARTICIPATION TO ISO 

STANDARDIZATION
REMARKS

Companies:
•Passenger Car (5)
•Commercial Vehicle (21)
•Motorcycle (30)
•Parts Manufacturing (256)
Production Capacity:
•Vehicle (368,422 units/yr)
•Motorcycle (2.59M units/yr)
•Parts Mnfg (> 300 parts & 
components)
Material Sourcing:
•35% local, 65% imported
•41% local, 59% imported

Representatives usually 
attend meetings 

•use their own 
quality control 
systems as their 
standards

 

 

 

PROFILE
PARTICIPATION TO ISO 

STANDARDIZATION REMARKS

•Mapua Institute of Technology (MIT)
•University of the Philippines Diliman
•University of the Philippines Los Banos
•Technological Institute of the Philippines (TIP)
•Lyceum of the Philippines
•Pamantasan ng Lungsod ng Maynila (PLM)
•Don Bosco College
•De La Salle University 
•Polytechnic University of the Philippines (PUP)
•New Era University 
•Far Eastern University (FEU)
•University of Sto.Tomas
•Technological University of the Philippines

Send professors and 
consultant but depends 
on schedule of 
availability. 

No commitment were 
obtained

researches on 
alternative 
lubricants 
(jatropha and 
coconut) and 
bearing failure 
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PROFILE
PARTICIPATION TO ISO 

STANDARDIZATION
REMARKS

•Metal Industry Research and 
Development Center

•Bureau of Product Standards-DTI

•Philippine Society of Mechanical 
Engineers

•Philippine Society of Agricultural 
Engineers

•Metal Industry Association of the 
Philippines

•Philippine Die and Mold Association

can serve as consultative 
professional groups

No permanent 
representative
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ISO Standards published by 
SC 6 - Terms and common items 

SC 5 - Quality analysis and assurance 

SC 2 - Materials and lubricants, their properties, 
characteristics, test methods and testing conditions

NOTE:

Philippines is an end-user of plain bearings and 

to correlate on national initiative on the establishment of 
Philippine Automotive Testing Center 

 

 

 

Lack of awareness of plain bearing terms (e.g. 
bushings are more popular term instead of 
plain bearings)
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Company (end users) put little emphasis on 
the importance of plain bearings 

Government does not implement any 
mandatory standards on plain bearing usage 
and required quality

 

 

 

There are competent engineers but there is 
no established Testing Facility that will verify 
the quality of plain bearings
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Possible impact of plain bearings containing 
lead on the implementation of RA 6969 / 
Chemical Control Order List (Lead and Lead 
compounds)

 

 

 

No regulation pertaining to the entry and 
distribution of plain bearings in the Philippine 
market;

So…standards are not enforced
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significant number of experts in the field of 
tribology but difficult to get their commitment;

 

 

 

Very few are interested in the field since there 
is no manufacturing industry in the country 
that exists and no enforced standards on its 
usage

standards are mandatory if it is directly related 
to life, safety or health
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Posting in Mapua Institute of Technology 
website 

repository of data, 

update on the activities of TWG

plain bearings in daily life (info 
dissemination/brochure)
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Standard dissemination and enforcement in 
the future regulation of imports 

voluntary for private

mandatory for government agencies

 

 

 

Statistics of importers and traders of plain 
bearings should be established and updated
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Identify and communicate with importers 
and users

Extract feedback and issues from the following 
industry Agricultural sector (government and 
non government)

 

 

 

Inclusion of plain bearing standards to the 
parameters to be tested in the Philippine 

Automotive Testing Center

to be established and constructed

next year (2013)
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Include as a module for the Continuing 
Professional Education (Mechanical and 
Agricultural Engineers)

 

 

 

Include in the curriculum of engineering 
students possibly on the basic engineering 
education 
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Involve experts not only in mechanical and 
agricultural engineering but also other fields of 
expertise such as material science, physics,etc.

 

 

 

1. Convene TC Meeting

2. Deliberate working document

3. Prepare CDPNS

4. Circulate draft standard (DPNS)

5. Received 

Comments?

Go to step 2

6. Finalize/Format DPNS

7. Present FPNS to the Chief of Standards 

Development Division

9.Approved?

Go to step 2

10. Promulgation

No

No

Yes

11. Forward to Information Services

12. Review PNS

Yes

8. Submit FPNS to the BPS Director 
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Academe

Professional Association

Trade/Industry

Consumer

Government agencies

Research Institutions

Testing Institutions

 

 

 

Submit endorsement

memorandum

Comment/s?

Finalization 

Approve PNS for promulgation

No

Yes
Review Old PNS

Forward to Information Services 

START

Identify if the PNS to be 

adopted can undergo fast track

method

TC/BPS 

Ad-hoc

Committee

END

 

 

 



 31 

 

 

 

 

 

 



 32 

Formalize collaboration to key persons and  
identification of key roles

How and when to share information – Joint 
meeting once a year through web conferencing 
and publication of proceedings

Mutual work –Standard terminologeis and test 
procedures on the physical attributes of plain 
bearings

Standards consultation and harmonization

 

 

 

Intensive info dissemination on “Plain Bearing in 
our Daily Life” thru 

digital brochure

Metal Industry Research and Development Center
Publication “Trends and Events” and 

posting on Bureau of Product Standard Portal
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Establish and sustain network with Japan and 
Malaysian counterparts

 

 

 

Extensive use of digital media and web 
conference to sustain our relationship
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consultation thru correspondence prior to 
ballot voting on any ISO / TC 123 draft 
standards
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６.写真 

 

  研修コース開講式（東京研修センター前） 

 


